
協 働 評 価 シ ー ト 
 

事業名 イベント美化啓発事業 実施年度 平成24年度 

部 局 経済部 課 所 商工労政課 

団体等の名称 新居浜商店街連盟 

評価項目 評価者 評価 

相互 
理解 

それぞれの特性
や立場を理解し
合えたか 

お互いの特性や立場を十分に認識、尊重し
て、事業を実施することができたかどうか
を評価。 

団体等 Ａ 

市 
Ａ 

対等 
双方が対等の立
場に立っていた
か 

対等な立場で協議、事業実施ができたかど
うかを評価。 

団体等 
Ａ 

市 
Ａ 

自主 
市民の自主的な
活動が尊重され
たか 

自主的活動を十分に活かして事業効果を
増加させたかどうかを評価。 

団体等 
Ａ 

市 
Ａ 

自立 
市民の自立化を
阻害しなかった
か 

依存体質が助長されるなど、市民の自立化
が阻害されることがなかったかどうかを
評価。（新たな自発的事業展開につながり
自立化が進んだ場合はＡ評価） 

団体等 
Ａ 

市 
Ａ 

目的 
共有 

双方が協働事業
の目的を共有で
きたか 

協働事業の目的は十分に共有して事業実
施ができたかどうかを評価。 

団体等 
Ｂ 

市 
Ｂ 

情報 
共有 

双方がお互いの
情報を共有でき
たか 
 

情報を十分に共有しながら事業実施がで
きたかどうかを評価。 

団体等 
Ｂ 

市 
Ｂ 

公開 

双方の関係を十
分に公開できた
か 
 

全て公開され、利便性も高いかどうかを評
価。 

団体等 
Ａ 

市 
Ａ 

「相乗効果」が発揮され､
独自で行うよりも効果的
と認められるか 

「相乗効果」が十分に発揮され、協働が効
果的と認められるかどうかを評価。 

団体等 
Ａ 

市 
Ａ 

市民の関心や参画意欲を
引き出す事業展開がされ
たか 

十分に市民の関心や参画意欲を引き出す
事業展開がされたかどうかを評価。 

団体等 Ａ 

市 Ａ 

 
 



 

 

事業の目的、目標が達成されたか、どのような成果があったか、具体的な改善点等 
があれば記載（自由記述） 
 

団体等 

 

行政の仲介により、まちづくり協働オフィスへの利用登録を行い、業務

や広報面においての支援を受けるとともに、情報交換会への参加によって

他団体との交流が深まるなどの波及的効果があった。 

まち美化については、このエコステーションをはじめ街路への花植え、

またマイバック運動など他の環境配慮活動含め一層推進し、時代に即した

商店街となるよう努力を続けたい。 

（今回のモデル事業での袋回収率） 

にいはま夏まつり    ４０％（配布 200 枚 回収 80 枚）  

一宮の杜ミュージアム  ２９％（配布 720 枚 回収 210 枚） 

はまさいフェスティバル ３３％（配布 93枚 回収 31枚） 
 
 

市 

 

市民が市民に美化啓発を呼びかけることで、指導的でない楽しく自主的

なイメージの活動となり、親子連れや若者などが率先して活動に参加し、

ポイ捨てごみの減少に大きな効果が見られた。 

また、環境配慮等時代に合致したコミュニティの担い手としての商店街

のイメージアップにつながるとともに、実践を踏まえて活動のポイントを

マニュアル化することができた。 

（ポイント例抜粋） 

① テントの設営 

・横断幕をテント前側のよく見える位置に高く掲げる 

・ゴミ箱をテント前側のよく見える位置に並べる 

・看板には POP を貼る(参加手順、時間案内等) 

② 回収の呼びかけと袋の配布 

・「ゴミゼロ運動にご協力下さい。(袋を渡し、回収場所を示しながら)

回収はあちらで行なっております」 

・呼びかけはブース前だけでなく、ブースから離れた複数の場所でも行

う。各ポイントに人員を配置。会場に集まる人にまんべんなく声をか

けられるよう配慮。 

・手が汚れないよう、希望者には軍手を一緒に渡す。 

③ ごみの回収 

・持ってきていただいたごみを回収する際に、参加者本人に分別して捨

ててもらう。場合によっては、分別を手伝う。（小さいこども、高齢

者などに配慮。 etc・・・。 
 

相互協議  
結  果 

提案団体と担当課の２者だけでなく中間支援組織の支援を受けて、より

事業が円滑に実施された。 

今後は、まちづくり協働オフィスの利用登録団体をはじめ、屋外イベント

を企画する他の団体にも広く呼びかけ、イベント時のまち美化啓発を推進

していきたい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


